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■リフィル処方の入力方法 

同一日に処方された全ての医薬品をリフィル処方とする場合と、 

一部の医薬品のみリフィル処方とする場合で入力方法が異なります。 

 

＜全ての医薬品をリフィル処方する場合の入力方法＞  

（例）アテノロール２５ｍｇ錠 １錠／日 ２８日分 １日１回朝食後と 

チアトンカプセル５ｍｇ ２錠／日 ２８日分 １日２回朝夕食後の両方を 

リフィル処方の利用可能回数 ３回（合計８４日分）とする場合 

１． 業務メニューより ２１ 診療行為 を選択します。 

２． 処方された医薬品を入力します。 

３． 最終行に下図の通り入力します。 

入力コード 名称 

．980 ＊コメント（処方せん備考） 

099208102△回数 【リフィル】    回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一部の医薬品のみリフィル処方する場合の入力方法＞ 

（例）アテノロール２５ｍｇ錠 １錠／日 ２８日分 １日１回朝食後のみを 

リフィル処方の利用可能回数 ３回（合計８４日分）とし、 

   チアトンカプセル５ｍｇ ２錠／日 １４日分 １日２回朝夕食後は今回処方の場合 

１． 業務メニューより ２１ 診療行為 を選択します。 

２． 処方された医薬品を入力します。 

３． リフィル処方する医薬品の直下に下図の通り入力します。 

入力コード 名称 

099208102△回数 【リフィル】    回 
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※リフィル処方の回数が１～３でない場合は下記エラーが表示されます。 

 必ず１～３の数字を入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

※回数を入力しなかった場合は下記エラーが表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

※リフィル処方と分割調剤の両コードを入力した場合、下記エラーが表示されます。 

 併用での入力はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

※湿布薬に対してリフィル処方の指示を入力すると、下記エラー表示されます。 

湿布薬はリフィル処方の対象外です。 
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湿布薬以外でも、療養担当規則により、投薬量に限度が定められている医薬品は 

リフィル処方箋による投薬はできません。（登録時にエラーや警告は表示されません） 

※以下、ＯＲＣＡ管理機構提供マニュアルから一部抜粋 

［療養担当規則］ 

４ 投薬期間に上限が設けられている医薬品 

①投薬量又は投与量が１４日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、麻薬及び向

精神薬取締法（昭和２８年法律第１４号）第２条第１号に規定する麻薬等を定めたものである。 

②投薬量又は投与量が３０日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、アルプラゾラ

ム等を定めたものである。 

③投薬量が９０日分を限度とされる内服薬として、ジアゼパム等を定めたものである。 

 

【補足】処方箋料について 

リフィル処方箋により処方を行った場合について、処方箋料の要件が見直しされました。リフィル処方

箋により、当該処方箋の１回の使用による投与期間が２９日以内の投薬を行った場合は、処方箋料に

おける長期投薬に係る減算規定（４０／１００）が 

適用されません。 

※該当する処方箋料を自動算定します。（下図参照） 

入力コード 名称 点数 

120004710 処方箋料（リフィル処方箋・向精神薬多剤投与） ２８点 

120004810 処方箋料（リフィル処方箋・７種類以上内服薬） ４０点 

120004910 処方箋料（リフィル処方箋・向精神薬長期処方） ４０点 

120005010 処方箋料（リフィル処方箋・その他） ６８点 

 

現行の処方箋料のマスタは、以下のように名称が変更されました。 

入力コード 名称 点数 

120003710 処方箋料（リフィル以外・向精神薬多剤投与） ２８点 

120002710 処方箋料（リフィル以外・７種類以上内服薬） ４０点 

120004610 処方箋料（リフィル以外・向精神薬長期処方） ４０点 

120002910 処方箋料（リフィル以外・その他） ６８点 

 

＜ 診療行為確認画面 参考図＞ 

 

 

 

 

 

 

 


